
落葉高木。若枝は緑色で、秋までに灰褐色となり、4、5年枝は淡赤褐色、平滑、のちにしだいに外側の樹皮
が細長い小片となってはげ始める。剥落の跡は大型で赤みをおびるが、年を経ると灰色がかった乳白色と
なり、ふたたび同所で剥落が起こる。葉は互生し、羊皮質。花は5月に今年枝のやや下方の葉腋からでて

上向きに開き、径1.5-2cm。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Stewartia  monadelpha  Siebold et Zucc.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

洲本市、南あわじ市

■ 国内分布

本州（神奈川県以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ツバキ科

兵庫県ランク…ヒメシャラ
環境省ランク… －


